























































































































































































































































































































































で裁いた若き判事葉在增 （Ye Zaizeng） は，国民党による戦犯裁判の最高裁判所判事であっ
た石美瑜 （Shi Meiyu）の誘いを断って台湾に逃れなかったため，公職を追放され，その後，
文化大革命中に逮捕され，1969年から 74年まで収容所で過ごしました。 東京裁判の判事を
つとめた梅汝璈（Mei Ruao）ですら，その後，様々な苦難に遭遇し，最終的には公職から
追放されています。
第 2に，前述のように戦争裁判の実施を通じて，法による支配を確立しようとする試みは，
急速に凋んでしまったとは言え，このような試みがなされたこと自体は，特筆されるべきこ
とだと考えます。有名な歴史家であるトニー・ジャッドが戦後の欧州の状況に関し，「1945
年の欧州における状況を想起すれば法による支配が再構築されたこと自体，驚くべきことで
ある。新しい犯罪の概念が確立し，それに基づいて裁判が行われ正義が追求されたことは，
歴史上かつてなかった」と述べています。似たようなことは，東アジアについても言えるの
ではないでしょうか。日本が降服してから時をおかずに，かつての帝国の領土において戦後
の混乱から秩序を取り戻すというプロセスが始まったのです。しかしながら，このプロセス
は，全て日本本土の外で行われ，日本帝国が切断されてしまった結果， かつての帝国におい
て何が起こったかは，日本のその後の歴史と密接にかかわりがあるにもかかわらず，戦後の
日本の歴史を語る上でほとんど言及されません。日本の戦後史は，米国による日本本土の占
領，日・米関係の推移により独占されているといっても過言ではありません。
戦後の日本は，国の復興，新しい国際社会における法的秩序への再帰を目指す上で，自国
の法的立場の正当性を主張することに大いに腐心しました。一方で，ドイツとは異なり，自
分たちの手で戦争犯罪人を罰することに関与することは回避してきました。敗戦直後の日本
政府関係者にとっては，天皇制度を継続することが最重要事項であり，戦後の脆弱な政治体
制の下で戦犯を罰することを追求することは，この問題に少なからざる影響を与える結果に
なると懸念されていました。本日は触れませんでしたが，個人としての天皇の責任が追求さ
れて A級戦犯として断罪されなかったことはもとより，その是非についての議論すら日本
で行われなかったことが，戦争犯罪裁判全般に関する議論に多大な影響を与えています。実
は，「個人の責任」というテーマは，中国をはじめ日本の外で実施された BC級裁判におけ
る重要な論点でした。しかしながら，天皇の責任問題，処遇を巡る戦後日本社会における議
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論の不在を背景にして，戦争裁判というテーマ全体が正面から取り上げられて議論されるこ
とを困難にしました。1990年に天皇の「独白録」が公開され，さらに「昭和天皇実録」が
出版されたことをきっかけに，ここ 20年間ほどは，軍の最高司令官としての戦争遂行にお
ける天皇の法的役割についての議論がなされるようになりました。しかしながら，BC級戦
犯のテーマとのつながりについては，未だ公に議論されるにはいたっていません。
最後に，講演の冒頭，韓国映画に言及しつつご紹介した「歴史の改竄」についての論点に
戻りたいと思います。ここで言う改竄は，検閲或いは悪意に基づいた改竄ではなく，「歴史
の流れ」とともに起こった改竄です。
日本の戦後史を語る時に，本土の 4つの島における占領状態と米国の役割に過大な焦点が
当てられています。しかしながら，旧帝国の周辺部でどのように秩序が回復されたのか，日
本帝国が支配していた被植民地国によって日本が法に基づき裁かれたことに目を向けない限
り，日本近代史の史実は半分しかカバーされません。
日本では BC級戦犯裁判と言えば，テレビ・ドラマ，また最近ではもう一回映画にもなっ
た「私は貝になりたい」を想起する人が多いと思います。 多くの研究家によれば，「私は貝
になりたい」で描かれた主人公のような事例は実際には存在しなかったとの見解が支配的で
すが，いずれにしても日本人の頭の中では，BC級戦犯は，指揮命令系統の末端にいた兵隊
が無実を訴えながら処刑されてしまうという冤罪のイメージと結びつけられているのではな
いでしょうか。
しかしながら，海の向こうにあったかつての日本帝国の地に目を向けると，そこでは，異
なるイメージが広がります。それは，日本人による統治の下で苦しんだ人々が BC級戦犯裁
判を実施することによって新しい秩序を確立しようとした事実です。中国においては，BC
級裁判は「勝者による裁き」，「復讐」とは観念されていません。むしろ，他の連合国と肩を
並べて日本との関係で正義を実現するための方策であるとみられています。また中国は，戦
犯裁判において日本に対し寛大な措置をすることにより，日中関係を戦争状態から平和へと
転換させる分岐点として捉えたのです。
これらの BC級戦犯裁判の歴史的意義，そして日本と中国における捉え方の間に存在する
ギャップ，さらには両国においてこの案件が政治的な意図を持って利用されてきた故に，最
後の裁判が行われてから半世紀以上たっているにもかかわらず，未だに戦争裁判の影は日中
関係に影を落としています。東京大学の川島真教授を始めとする学者により，戦後の東アジ
アの歴史を理解する上で，脱帝国化の歴史，すなわち，日本が巨大な帝国から小さな国に変
わっていく過程で，東アジアで生まれた新しい国々がそれぞれ，どのようにして国としての
正当性を追求していったかを研究することの重要性が指摘されています。この新しいアプロ
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ーチの中で，BC級戦犯裁判の意義，裁かれた側と裁いた側との間に横たわるギャップにつ
いても考察することが必要だと考えます。
（バラク　クシュナー　　ケンブリッジ大学准教授）
